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大阪府の南東部に位置する河内長野市は、豊かな自然に恵まれ、高野街道に

代表される和歌山や奈良へ向かう街道の要衝として発展してきた街です。この

ため市内には数多くの文化財が残されています。

このような河内長野市は、大阪市内への通勤圏に位置しているため、住宅都

市として発達してきました。この住宅開発がもたらした文化財や自然に対する

影響も大きいものがあります。とくに、地下に眠る埋蔵文化財は開発と直接に

結び付く大きな問題です。

遺跡に託されている河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・

保存し、さらには未来の市民へ伝えていくことは、現代に生きる私達の責務で

あります。河内長野市に於いては、重要な課題である開発と文化財保護との調

和のため、開発に先立ち埋蔵文化財の発掘調査を実施し、その把握に努めてい

ます。

本書は発掘調査の成果を収録しています。皆様が先人達の残したメッセージ

の一部でもある文化財に対するご理解を深めていただくとともに、文化財の保

護・保存・研究するための資料として活用していただければ幸いです。

これらの発掘調査に協力していただきました施主の方々の埋蔵文化財への深

いご理解に末尾ながら謝意を表すものです。

平成12年 3月

河 内 長 野 市 遺 跡 調 査 会

理事長 福 田 弘 行



例 口

1,本書は平成10年度から11年度にかけて実施した太井遺跡 (OO 198-1・ 99-1)及び観心

寺遺跡 (K S T99-1)の 発掘調査報告書である。調査にかかる費用は、太井遺跡は河内長

野市、観心寺遺跡は大阪府警察本部が負担した。

2.調査は河内長野市教育委員会教育部社会教育課主幹兼文化財保護係長尾谷雅彦・ 同課文化財

保護係鳥羽正剛 。大田宏明を担当者として実施し、内業調査については河内長野市立ふれあ

い考古館館長中西和子が補佐した。

3.調査にかかる事務は河内長野市遺跡調査会事務局長大塚幸男 (社会教育課課長補佐兼務)が
主担した。

4.本書の執筆は鳥羽が行い、編集は中村幸子が補佐した。文責は鳥羽が負うものである。
5.発掘調査及び内業整理については下記の方々の参加を得た。

喜多順子 。木村友晃・杉本祐子・ 田川富子・竹原弘展・辻宏子・枡本裕子 。松尾和代 。三

好清超・牟田日京子

6.発掘調査については下記の方々の協力を得た。記して感謝する。 (敬称略)

大阪府警察本部総務部 。河内長野警察署・河内長野市環境経済部農とみどりの整備課・株

式会社島田組・写測エンジエアリング株式会社・西川正彦 (千早赤阪村教育委員会)。 前

田義昭・藤田徹也

7.写真撮影は、遺構については鳥羽・ 太田 。中西、遺物については中西が行った。
3。 本調査の記録はスライドフィルム等でも保管しており、広く一般の方々に活用されることを

望むものである。

例

1.本報告書に記載されている標高はTPを基準としている。
2.土色は『新版標準土色帖』による。
3.平面測量は国土座標第Ⅵ系による5mメ ッシュを基準に実施した。
4,図中の北は座標北である。
5,本書の遺構名は下記の略記号を用いた。
SD―溝 SE…井戸 SG…耕作地 SK…土坑 SP…遺物出土ピット
SW一石垣 NV…落ち込み

6。 遺構の実測図の縮尺は、1/20・ 1/30・ 1/40。 1/60。 1/100と した。

7.遺物の実測図の縮尺は、石器2/3、 縄文土器1/3、 その他の上器1/4、 瓦1/4、 石製品1/4、 金

属製品1/3・ 1/4、 銅銭原寸とした。

8.石器・縄文土器・土師質土器の断面は白抜き、瓦器・瓦質土器 。須恵質土器・陶器の断面は

黒塗り、瓦 。金属製品の断面は斜線である。

9,実測図の遺物番号と写真図版のそれは一致する。
10,文中の瓦器婉の型式分類は尾上実氏の和泉型瓦器婉の編年に基づき、その実年代は森島康男

氏によって見直されたものに基づくものである。なお器種名については調査会の表記による

ものとする。
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第 1図 河内長野市遺跡分布図 (1/40000)





番 号 文 化 財 名 称 種  類 時  代
1 長 野 神 社 遺 跡 社 寺 室 町 以 降

2 河 合 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

観 心 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

4 大 師 山 古 墳 古 墳 古 墳 (前期 )

5 大 師 山 南 古 墳 古 墳 ? 古墳 (後期 )

大 師 山 遺 跡 集落 。生産 秀生 (後期 )・ 平安

興 禅 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

烏 幅子 ///八 略神社遺跡 社 寺 室 町 以 降

塚 穴 古 墳 古 墳・ 墳 墓 古墳 (後期 )。 近 世

長 池 窯 跡 群 生 産 平 安 ～ 近 世

小 山 田 1号 古 墓 墳 墓 奈 良

小 山 田 2号 古 墓 墳 墓 奈 良

延 命 寺 還 跡 社 寺 平 安 以 降

天 野 山 金 剛 寺 遺 跡 社 寺・ 墳 墓 平 安 以 降

日 野 観 音 寺 遺 跡 社 寺 。生 産

地 蔵 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

岩 湧 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

五 ノ 木 古 墳 古 墳 古墳 (後期 )

高 向 遺 跡 集 落 旧石 器 ～ 中 世

20 烏 帽 子 形 城 跡 城 館 。生 産 中 世 ～ 正 世

喜 多 町 遺 跡 集 落 縄 文・ 古 墳 ～ 中 世

烏 帽 子 形 古 墳 古 墳 古 墳 く後 期 )

末 広 窯 跡 生 産 中 世

塩 谷 遺 跡 散 布 地 縄 文 ～ 中 世

流 谷 八 幡 神 社 社 寺 平安以降

蟹 井 淵 南 遺 跡 散 布 地 中 世

蟹 井 淵 北 遺 跡 散 布 地 中 世

天 見 駅 北 方 遺 跡 散 布 地 中 世

千 早 回 駅 南 遺 跡 社 寺 中 世

岩 瀬 薬 師 寺 遺 跡 社 寺 中世以降

清 水 遺 跡 散 布 地 中 世

伝 1仲 哀 扇 」 古 墳 吉 墳 ?

(33) 堂 村 地 蔵 堂 跡 社 寺 近 世

滝 畑 埋 墓 墳 墓 近 世

(35) 中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

東 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

く37) 西 の 村 観 音 室 跡 社 寺 近 世

38 清 水 阿 秀 陀 堂 跡 社 寺 近 世

滝 尻 弥 勒 堂 跡 社 寺 近 世

宮 の 下 内 墓 墳 墓 古 墳

官 山 古 墳 古 墳 古 墳

42 官 山 遺 跡 集 落 縄 文・ 奈 良

43 西 代 藩 陣 屋 跡 飛 鳥 ～ 奈 良 。江 戸

44 上 原 町 墓 地 墳 墓 近 世

45 惣 持 寺 跡 散布地・社寺 縄 文・ 奈 良・ 鎌 倉

46 栗 山 遺 跡 努烏F巳 中 世 ～ 折 世

47 寺 ケ 池 遺 跡 散布地 縄 文

48 上 原 遺 跡 散 布 地 旧 石 器 ～ 近 世

49 住 吉 智 社 遺 跡 社 寺 近 世 以 降

50 高 向 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

青 が 原 神 社 遺 跡 社 寺

膳 所 藩 代 官 所 跡 城 館 江 戸

53 双 子 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

54 菱 子 尻 遺 跡 散布地。社寺 縄 文 ～ 正 世

河 合 寺 城 跡 城 館 中 世

56 三 日 市 還 跡 旧石 器 ～ 近 世

日 の 谷 城 跡 城 館 中 世

58 高 木 遺 跡 散 布 地 縄 文

汐 の 山 城 跡 城 館 中 世

峰 山 城 跡 城 館 中 世

稲 荷 山 城 跡 城 館 中 世

国 見 城 跡 城 館 中 世

旗 蔵 城 跡 城 館 中 世

権 現 城 跡 城 館 中 世

(65) 天 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

(66) 再 城 第 15経 塚 経 塚 平 安 以 降

加 賀 田 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

庚 申 堂 社 寺 近 世 以 降

69 石 仏 城 跡 城 館 中 世

佐 近 城 跡 城 館 中 世

番 号 文 化 財 名 称 種  類 時  代
旗 尾 城 跡 城 館 中 世

再 城 第 ■6経 塚 経 塚 平 安 以 降

再 城 第 18経 塚 経 塚 平 安 以 降

葛 城 第 19経 塚 経 塚 平 安 以 降

笹 尾 塞 城 館 中 世

大 沢 塞 城 館 中 世

(77) 三 国 山 経 塚 経 塚 平 安 以 降

く78) 光 滝 寺 社 寺 中 世 以 降

猿 子 城 跡 城 館 中 世

蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

川 上 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

千 代 日 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

向 野 遺 跡 集落 。生産 縄文・ 平安～近世

古 野 町 遺 跡 散 布 地 中 世

85 上 原 北 遺 跡 集 落 中 世

86 大 日 寺 遺 跡 社寺。古墳。塔豪 秀 生 ～ 中 世

87 高 向 南 遺 跡 散 布 地 鎌 倉

88 小 塩 遺 跡 集 落 縄 文 ～ 奈 良

89 加 塩 遺 跡 集 落 古 墳 (後期 )

90 尾 崎 遺 跡 集 落 古 墳 ～ 中 世

ジ ョ ウ ノ マ エ 遺 跡 城 館 ? 中 世

92 仁 王 山 城 跡 城 館 中 世

93 タ コ ラ 城 跡 城 館 中 世

94 岩 立 城 跡 城 館 中 世

95 上 原 近 世 瓦 窯 生 産 近 世

96 市 町 東 遺 跡 散 布 地 弥 生 。中 世

97 上 田 町 窯 跡 生 産 近 世

尾 崎 北 遺 跡 集 落 古 墳 ～ 中 世

99 西 之 山 町 遺 跡 散 布 地 中 世

野 間 里 遺 跡 集 落 平 安

鳴 尾 遺 跡 散 布 地 中 世

上 田 町 遺 跡 散 布 地 古 墳 。中 世

上 原 中 遺 跡 散 布 地 古 墳・ 中 世

/1ヽ 野 塚 墳 墓 中 世

(105) 葛 城 第 17経 塚 経 塚 平 安 以 降

薬 師 堂 跡 社 寺 中 世 以 降

野 作 遺 跡 集 落 中 世

寺 元 遺 跡 集 落 。社 寺 奈 良 。中 世・ 近 世

鳩 原 遺 跡 散 布 地 中 世

法 師 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

山 上 講 山 古 墳 跡 古 墳 古 墳

西 浦 遺 跡 集 落 古 墳 ・ 中 世 。近 世

地 福 寺 跡 社 寺 近 世

宮 の 下 遺 跡 集 落 平 安 ～ 中 世

栄 町 遺 跡 散 布 地 弥 生 。古 墳 。中 世

錦 町 遺 跡 散 布 地 中 世

太 井 遺 跡 歌布地・ 集落 縄 文・ 中 世

118 錦 町 北 遺 跡 集 落 弥 生 。中 世 。近 世

市 町 西 遺 跡 集 落 縄 文 。中 世

120 栄 町 南 遺 跡 集 落 中 世

栄 町 東 遺 跡 散布地

122 楠 町 東 遺 跡 散 布 地 弥 生

■23 汐 の 宮 町 南 遺 跡 散 布 地 弥 生・ 奈 良

124 汐 の 官 町 進 跡 散布地 中 世

125 神 ガ 丘 近 世 墓 墳 墓 近 世

126 増 福 寺 社 寺 中 世 以 降

127 三 味 城 遺 跡 墳 墓・ 城 跡 中 世 。近 世

128 松 林 寺 遺 跡 社 寺 近 世 以 降

129 昭 栄 町 遺 跡 散布地 中 世

4130
東 高 野 街 道 街 道 平 安 以 降

西 高 野 衝 道 街 道 平 安 以 降
4132

高 野 衡 道 街 道 平 安 以 降

138 上 原 東 遺 跡 散 布 地

134 地 蔵 寺 東 方 遺 跡 墳 墓 鎌 倉

135 本 多 町 北 遺 跡 散 布 地 中 世

136 下 里 町 還 跡 散 布 地 古 墳・ 中 世

137 あ か し あ 合 遺 跡 散 布 地 近 世

138 岩 瀬 北 遺 跡 集 落 中 世

139 岩 瀬 近 世 墓 地 墳 墓 近 世

)は地図範囲外 士は街道につき地図上にプロットせず

第 1表 河内長野市遺跡地名表



太井遺跡

第 1章 太井遺跡 OO 198-1・ 99-1

第 1節 位置と環境

太井遺跡は河内長野市太井に所在する。

地理的環境としては、金剛山系に水源

をもち北西へと流れる石見川の左岸、標

高約300mに位置する。太井遺跡の範囲

は、東西約0。 3kn、 南北約0。 15knである。

歴史的環境としては、北西1,7knの 石

見川右岸には中世の散布地の鳩原遺跡、

その東側の山際には中近世の寺社遺跡の

川上神社遺跡がある。さらに同3,Oknの

石見川右岸には古代から法灯を伝える寺社遺跡の観心寺遺跡、その西側には古代から近世

にかけての集落で、観心寺の旧境内を一部含む寺元遺跡、その対岸の石見川左岸には中世

の三昧城遺跡がある。また、南東4.2kaの金剛山系の尾根上には葛城修験道の行場である

葛城第19経塚、中世の城跡の大沢塞、笹尾塞が位置している。

第 2節 調査に至る経過

本次調査は、平成10年度 (OO 198-1)は河内長野市地域振興部農林課、平成■年度

(OO 199-1)は農林課から機構改革した環境経済部農とみどりの整備課 (以下、「市」

という。)を事業主体とする五見農道改修工事に先立つ事前調査として行われたものであ

る。

本市教育委員会 (以下、「市教委」という。)は、計画地が周知の埋蔵文化財包蔵地の

太井遺跡内に位置することから、文化財保護法57条の 3第 1項に定める発掘通知の手続き

を行うよう市に指示した。市は平成10年12月 10日付で、市教委を窓日に大阪府教育委員会

(以下、「府教委」という。)経由文化庁宛に通知を行った。その後埋蔵文化財の取り扱

いについて、文化庁から工事の事前に発掘調査を実施するよう指示があり、この指示に基

づき市は市教委に発掘調査依頼書を提出した。これを受けて市教委は調査については河内

長野市遺跡調査会 (以下、「調査会」という。)に委託するよう回答し、市と調査会は平

成10年12月 18日 付で委託契約を締結した。調査は同年12月 21日 から平成■年 2月 5日 にか

第 2図 調査区位置図 (V5000)
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太井遺跡

けて行われた。その結果、縄文時代と中世の遺構、遺物が認められた。

平成■年度についても平成10年度と同様、事業地が太井遺跡内に位置することから、文

化財保護法57条の 3第 1項の発掘通知の手続きを市教委を窓日に府教委経由文化庁宛に行っ

た。文化庁から工事の事前に発掘調査を実施するよう指示があったため、市は市教委に対

し発掘調査を依頼した。市教委は前年度の調査経緯から調査会に発掘調査を依頼するよう、

市に回答した。これを受けて市は平成■年■月 4日付で調査会に発掘調査依頼書を提出し、

平成■年■月12日 付で市と調査会は委託契約を締結した。発掘調査は、事業区域内で埋蔵

文化財に影響を与える部分について実施した。調査は平成■年■月15日 から同年12月 20日

にかけて行われ、すべての業務を完了した。その結果、中世の遺構、遺物が認められた。

第 3節 調査の結果

1 00198-1

調査は表上を機械掘削し、次いで人力による掘削、精査、遺構検出、遺構掘削を行った。

遺構は土坑、畝跡、ピット、落ち込みを検出し、縄文土器、中世の上師質土器、瓦器、

瓦質土器、須恵質土器、陶磁器、瓦などが出土した。

基本層序は、①耕土 (層厚0,05m)、 ⑥床土 (同0.05m)、 ⑦7.5YR5/3にぶい褐色粗砂

混じり細砂 (同 0。 lm)、 ③7.5YR4/3褐色シルト(同0.lm)であった。(第 3図 )

(1)土 坑

ES K l]

SKlは 調査区の南端に位置する。南側が調査区外に及ぶため、詳細は不明である。検

出規模は、長軸1.5m、 短軸1,04m、 深さ0.27mを測る。

遺物は瓦器功、丸瓦が出土したが、細片のため実測できなかった。

ESK2]

SK2は 調査区の南側に位置する。他の遺構と重複しているため、詳細は不明である。

検出規模は、長軸1.23m、 短軸0.37m、 深さ0.48mを測る。

遺物は瓦器坑が出上したが、細片のため実測できなかった。

[SK3]

SK3は 調査区の南側に位置する。 SK2及 びNVlと 重複しているため、詳細は不明

である。検出規模は、長軸1.2m、 短軸0.69m、 深さ0。 36mを測る。

遺物は土師質土器の土釜が出上したが、細片のため実測できなかった。

-2-
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m
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③

⑥

Ｏ

①

①

②

①

①

25Y 5/1黄灰色細砂混じリンルト (耕上)
7 5YR 5/2灰褐色粗砂混じリシルト
7 5YR 6/3にぶい褐色粗砂混じリシルト
10YR ν4にぶしヽ黄橙色粗砂混じリシルト

7働■ 5/2灰褐色粗砂混じリンルト
5YR 7/e橙色粗砂 (床土)
7碗■ 5/3にぶい褐色組砂混じり細砂
7 5YR 4/3褐色ンルト

10YR 5/3にぶい黄褐色シルト

③

⑩

①

0                                       3m

第 3図 OO 198-1遺構配置図 (1/100)及び土層断面実測図 (1/40)

①に10YR 7/8細砂混じリシルトが混ざる
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太井遺跡

[SK4]

SK4は調査区の南側に位置する。NVlと重複しているため、詳細は不明である。検

出規模は、長軸0.52m、 短軸0。 34m、 深さ0,17mを測る。

遺物は瓦器婉が出土したが、細片のため実測できなかった。

ESK5]

SK5は調査区南側の西端に位置する。西側が調査区外に及ぶため、詳細は不明である。

検出規模は、長軸2.36m、 短軸1.46m、 深さ0.2mを測る。

遺物は土師質土器の皿、瓦器婉が出上したが、細片のため実測できなかった。

ESK6]

SK6は調査区の南側に位置する。遺構の平面形は歪な楕円形である。規模は、長径

0.79m、 短径0.45m、 深さ0。 2mを測る。

遺物は瓦器婉が出上したが、細片のため実測できなかった。

ES K7]

SK7は調査区南側の東端に位置する。東側が調査区外に及ぶため、詳細は不明である。

検出規模は、長軸0,67m、 短軸0。 44m、 深さ0。 13mを測る。

遺物は土師質土器の皿・土釜、瓦器婉が出土したが、細片のため実測できなかった。

[SK8](第 4・ 5図、図版 8)

SK8は調査区の中央部に位置する。遺構の平面形は北側が削平を受けているが、検出

状況から不定形であることがわかる。検出規模は、長軸3.6m、 短軸1.26m、 深さ0.23m

を測る。

遺物は土師質土器の皿・土釜、瓦器の皿 (2)。 現、瓦質土器の甕が出土した。

ω
l

第 4図  SK8遺 構実測図 (V40)

〇
　
∞
３
】
　
呵
お

離
い
蔭
導

Θ
　
Ｎ
～
Ｒ
　
ミ
添

温
離
醸
い
き
ё

◎
　
呵
９
駕
脚

ミ
お

離
疎
眸
奮
ё

く 目 隅 72

0               1∝ m

第 5図  SK8・ 9出土遺物実測図
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太井遺跡

[SK9](第 5図、図版 7・ 8)

SK9は 調査区中央部の東端に位置する。東側が調査区に及ぶため、詳細は不明である。

検出規模は、長軸1.04m、 短軸0,74m、 深さ0。 18mを測る。

遺物は縄文時代後期初頭の中津式併行期の深鉢 (1)、 土師質土器の皿 。片日婉 (3)、

瓦器婉が出土 した。

ES K10]

S K10は 調査区中央部の東端に位置する。東側が調査区外に及ぶため、詳細は不明であ

る。検出規模は、長軸0.66m、 短軸0,24m、 深さ0.lmを測る。

遺物は瓦器婉が出土したが、細片のため実測できなかった。

[S Kll]

SK■は調査区中央部の西端に位置する。西側が調査区外に及ぶため、詳細は不明であ

る。検出規模は、長軸2.04m、 短軸1.3m、 深さ0,33mを測る。

遺物は器種不明の土師質土器が出土したが、細片のため実測できなかった。

(2)耕作地

ESGl]

SGlは調査区中央部の東端に位置する。遺構の西側は削平を受け、東側は調査区外に

及ぶため、詳細は不明であるが、その規模や断面の観察から畑の畝跡であることがわかる。

検出した遺構は12条の畝で構成され、遺構の全幅8.5m、 検出長0。 35m、 1条の畝の幅0。 2

～0,8m、 高さ0.2mを測る。

遺物は土師質土器の皿・婉 。土釜、瓦器婉、瓦質土器の皿が出土したが、細片のため実

測できなかった。

(3)遺 物出土ピット

[SPl]

SPlは 調査区の南側に位置する。遺構の平面形は円形であ

る。規模は径0,36m、 深さ0。 lmを測る。

遺物は縄文土器が出土したが、細片のため実測できなかった。

[SP2](第 6図、図版 8)

SP2は調査区の中央部に位置する。遺構の平面形は楕円形

である。規模は長径0。 46m、 短径0.31m、 深さ0,08mを測る。

遺物は瓦器婉 (4)が出土した。

(4)落ち込み

[NVl](第 7図、図版 7・ 8)

４
　
　
蜘

-6-

第6図 SP2出土遺物実測図



太井遺跡

NVlは 調査区南側の西端に位置する。検出規模は、長軸12.84m、 短軸1.12～1.62m、

深さ0.02～ 0。 ■mを測る。

遺物は時期不明の縄文土器細片 (5～ 7)、 土師質土器の皿 (8～ 13)・ 婉 。甕、瓦器婉

(14～ 19)、 瓦質土器の上釜 (20)。 鉢 (21)。 甕、須恵質土器の練鉢 (22)、 常滑の甕が出

上 した。瓦器婉が和泉型瓦器婉の編年 m-3か らⅣ-4に相当することから、13世紀前半

から14世紀前半の遺構と見られる。

[NV2](第 8図、図版 2・ 7・ 8)

NV2は 調査区の北端に位置する。北側が調査区外に及ぶため、詳細は不明である。検

艤ゼ騨々け'れ
10cm

章 章 oヤ 2

学     学 1   

くくこ三ΞΞΞΞI三三三三三三ク13
くミ【::::「::千

~~~:::'テン
46

札0

第 7図 NVl出 土遺物実測図

第 8図  NV2出 土遺物実測図
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太井遺跡

出規模は、長軸4.56m、 短軸3.74m、 深さ0,07～ 0.lmを測る。

遺物は縄文時代中期末の北白川 C式併行期の深鉢 (24)、 後期初頭の中津式併行期の深

鉢 (23)、 土師質土器の皿 (25)、 瓦器婉、瓦質土器の甕、須恵質土器の練鉢 (26)、 常滑

の甕、寛永通賓 (27)、 丸瓦が出上した。

(5)包 合層 (第 9図、図版 7・ 8)

包合層からは縄文時代中期後半の北白川C式併行期の深鉢 (29。 30)、 後期の彦崎式併

行期の深鉢 (28)、 土師質土器の皿・塊・土釜・甕、瓦器の皿 (31～ 33)・ 魂 (34～ 36)、

瓦質土器の土釜 (38039)。 甕、須恵質土器の練鉢 (37)、 備前の奄、磁器の碗、砥石 (40・

41)、 鉄製の斧 (42)。 刀 (43)カミ出土した。

0                       1ocm

蓄蓑雫訂
~~帝

88

「  〕

―□―図倒
[ 〕

m

第 9図 包含層出土遺物実測図
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太井遺跡

SttY路
査区

‐~

298 6m

E

0                  2m

① 耕土                ⑤ 10YR 2/3黒褐色礫混じり粘土   ① 2.5Y 4/2暗灰黄色粗砂混じり粘土
② 床土                   (脆 土塊を多く合む)       ① 耕土
① 10YR 3/2黒褐色粗砂混じり細砂  ⑥ 10YR 4/6褐色粗砂混じり粘土   ③ 75YR 4/4褐色礫混じり細砂
④ 10YR 5/8黄褐色礫混じり細砂      (焼 土塊を少し合む)       ⑩ 5YR 4/2灰 褐色礫混じり細砂

第10図 00199-1 遺構配置図 (V100)及び上層断面実測図 (V60)

調査区の位置する場所へは進入路の傾斜が急勾配で重機の搬入が困難なため、人力によ

る掘削を行い、調査を進めた。調査区は遺構が残存すると考えられる畑地毎に、 3カ所設

定し、南から第 1調査区、第 2調査区、第 3調査区とした。

第 1調査区

第 1調査区から検出した遺構には溝、土坑、落ち込みがあり、中世の上師質土器、瓦器、

瓦質土器、陶磁器が出上した。

基本層序は、①耕土 (層厚0。 15m)、 ②床土 (同0.05m)であった。(第10図 )

(1)溝

[SDl](第■図、図版 9)

SDlは調査区の中央を東西に走る。東西端が調査区外に及ぶため、詳細は不明である。

検出規模は、長さ1.18m、 幅2.1～3.2m、 深さ0.15mを測る。

-9-



くξ三三二三三三三「
=Ξ

Ξ́'45        ~47

嘲 6     ~l~/

謂 比9荒
o          10cm

北側及び東西端が調査区外に及ぶため、詳細は不明

南北幅0.5m、 深さ0。 23mを測る。

瓦器婉、器種不明の陶器が出上したが、細片のため

第11図 SDl出 土遺物実測図

遺物は土師質土器の皿 (44～48)。 土釜・甕・ ミニチュアの上釜 (49)、 瓦器の皿 (50)・

坑 (51～58)が出土した。瓦器魂が和泉型瓦器婉の編年Ⅲ-3か らⅣ-4に相当すること

から、13世紀前半から14世紀前半の遺構と見られる。

(2)上 坑

ES K12]

S K12は調査区南側の西端に位置する。西側が調査区外に及ぶため、詳細は不明である。

検出規模は、長軸0.84m、 短軸0.6m、 深さ0,13mを測る。

遺物は土師質土器の皿が出土したが、細片のため実測できなかった。

[S K13]

S K13は 調査区中央部の東端に位置する。東側が調査区外に及ぶため、詳細は不明であ

る。検出規模は、長軸0,65m、 短軸0。 64m、 深さ0.06mを測る。

遺物は出土しなかった。

[S K14]

S K14は 調査区の中央部に位置する。西側が調査区外に及ぶため、詳細は不明である。

検出規模は、長軸1.2m、 短軸0,75m、 深さ0.3mを測る。

遺物は土師質土器の皿、瓦器婉が出上したが、細片のため実測できなかった。

(3)落 ち込み

[NV3]

NV3は調査区の北端に位置する。

である。検出規模は、東西幅1.21m、

遺物は土師質土器の皿・鉢・土釜、

実測できなかった。

-10-



太井遺跡

(4)包 含層 (第12図、図版 9)

第 1調査区包合層からは、土師質土器の皿 (59

～62)。 胞烙、瓦器婉 (63～65)、 瓦質土器の情鉢・

甕、陶器が出土した。

第 2調査区

第 2調査区からは石垣が検出されたが、遺構に

伴う遺物は出上しなかった。

(2)包 含層 (第 13図、図版 9)

第 3調査区包合層からは、土師質土器の皿 (66)、

瓦器塊が出上した。

0           1∝ m

~66

“

T¬_「Tィ___―一当
覧m

第13図 第 3調査区
包含層出土遺物実測図

-9

辛 ∞

くくこ三三三三三二I三三三三三三ラ
ィな1

層序は、③耕土 (層厚0。 2m)、 ⑨7.5YR4/4褐  
第12図 第1調査区包含層出土遺物実測図

色礫混じり細砂 (同 0.8m)、 ⑩5Y]望/2灰褐色礫混じり細砂 (同0,8m)であった。(第10図 )

(1)石 垣

[SWl]

石垣は地形に合わせて南側が上段、北側が下段となっている。高低差は0.8mで、軸方

向はN-63° 一Eである。石垣に用いられた石はすべて川原石で、最大のものは人頭大ほ

どであった。

(2)包 合層

第 2調査区包合層からは、サヌカイ トの崇I片、土師質土器の皿、瓦器婉が出上したが、

細片のため実測できなかった。

第 3調査区

第 3調査区からは、第 2調査区と同様、石垣が検出されたが、遺構に伴う遺物は出上し

なかった。

層序は、③耕土(層厚0.2m)、③7.5YR4/4褐色礫混じり細砂(同0.8m)であった。(第10図 )

(1)石 垣

[SヽV2]

石垣は地形に合わせて南側が上段、北側が下段となっており、高低差は0.6mである。

軸方向は 2方向あり、N-65°一Eと N-33° 一Wの石垣が調査区内で接続するものと考え

られる。石垣に用いられた石はすべて川原石で、最大のものは人頭大ほどであった。

ヽ
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太井遺跡

第 4節 まとめ

本報告の内、OO 198-1の 調査区では縄文時代中期末から後期初頭の上器が出上し、

石見川流域の縄文時代遺跡の分布を考える上で貴重な成果が得られた。既往調査の結果、

石見川の最上流域の縄文時代の散布地としては、寺元遺跡が確認されていたが (註 1)、

今回さらに3.5kn上流の大井で検出されたことは、山間部の狭小な平坦地や緩やかな斜面

地であれば、散布地が存在する可能性があることを表すこととなった。石見川流域には現

在、鳩原、石見川という集落があり、太井遺跡に類似した立地が数力所あることから、今

後、縄文時代の遺跡が発見されることが考えられる。

中世の遺構については、遺物の編年と機種構成から、13世紀前半から14世紀後半の集落

の一部を検出したものと考えられる。当初からOO 198-1の 調査地では遺構の検出を予

想していたが、石見川の川際に位置するOO 199-1の調査地では検出されることを見込

んでいなかった。しかし、予想以上に遺構が面的に広がりをもって検出されたことから、

今後、山間部の河川近くの調査区ではできるだけ川際付近まで遺構の確認を必要とするこ

とを再認識することとなった。

(註 1)河 内長野市遺跡調査会 1995『河内長野市遺跡調査会報� 寺元遺跡』

-12-



観心寺遺跡

第 2章 観心寺遺跡 K S T99-1

第 1節 位置と環境

観心寺遺跡は、河内長野市寺元に位置

する。

地理的環境としては、金剛山系に水源

をもつ石見川の右岸、標高約190mに位

置する。観心寺遺跡の範囲は、東西約

0.5km、 南北約0。 5kmであるが、遺跡内に

は国史跡観心寺境内を含んでいる。本次

調査は史跡内において実施した。

歴史的環境としては、西側に近接して、

古代から近世にかけての集落で、観心寺の旧境内の一部を含む寺元遺跡、その対岸の石見

川左岸には中世の三昧城遺跡がある。北西1.7knの石見川右岸には、寺社遺跡の河合寺遺

跡、その対岸の石見川と石川の間の丘陵上には中世の城跡の河合寺城遺跡及び近世の炭窯

である末広窯跡がある。また、南東1.Oknに は中世の散布地の鳩原遺跡、その東側の山際

には中近世の寺社遺跡の川上神社遺跡がある。さらに、同3.Oknの石見川左岸には縄文時

代の散布地で、中世の集落と見られる太井遺跡、同7.2kmの金剛山系の尾根上には葛城修

験道の行場である葛城第19経塚、中世の城跡の大沢塞、笹尾塞が位置している。

第 2節 調査に至る経過

本次調査は、平成■年度に大阪府警察本部 (以下、「府警」という。)を事業主体とす

る川上駐在所の新築工事に伴う事前調査として行われたものである。

事業実施予定の前年度である平成10年度、府警から河内長野市教育委員会 (以下、「市

教委」という。)に本市寺元に所在する川上駐在所の新築計画にあたり、文化財の取り扱

いについて照会があった。これを受けて市教委は当該地が国史跡観心寺境内に位置するた

め、文化財保護法80条第 1項に基づく史跡現状変更許可等申請書を市教委を窓日として文

化庁に提出する必要があることを回答した。

平成■年 5月■日に府警から市教委へ史跡現状変更許可等申請書の提出があった。その

後、平成11年 6月 16日付で、文化庁から建築に際し事前に発掘調査を実施し、重要な遺構。

第14図 調査区位置図 (V5000)

-13-



観心寺遺跡

遺物が発見された場合は、設計変更などによりその保存を図るようにとの指示があった。

この指示を受け、平成■年 4月 30日 、府警は市教委宛に発掘調査依頼書を提出し、市教

委は調査機関として河内長野市遺跡調査会 (以下、「調査会」という。)に発掘調査を委

託するよう回答した。平成■年 5月 27日 付で府警は調査会に発掘調査及び見積依頼書を提

出し、平成■年 6月 24日 付で両者は発掘調査にかかる契約を締結した。調査は同年 6月 24

日から平成12年 2月 29日 まで行った。その結果、中近世の遺構、遺物が認められた。

第 3節 寺史の沿革

寺伝によれば、観心寺の創建は大宝年間 (701～704)に役行者が雲心寺と称し、開創し

たことに始まる。その後天長二年 (825)に空海 (弘法大師)が寺号を観心寺と改め、密

教寺院として現在に至るまで法灯を伝えている (現在、高野山真言宗)。

当該遺跡での既往の発掘調査では、現在のところ寺院草創期の遺構は検出されていない。

しかし、当寺には奈良時代前期 (白鳳時代)の金銅仏 4躯 (観音 3月E、 釈迦 1躯、いずれ

も重要文化財)んミ伝えられていることから、奈良時代には開創されたであろうと考えられ

ている。

歴史的には、『観心寺縁起資材帳』 (国宝)をはじめ多数の文献史料から、各時代の伽

藍の様子などを知ることができる。

平安時代前期の貞観十一年 (869)には、清和天皇によって勅願定額寺として認められ、

これ以後官寺として勢力を広げ、当時の河内国錦部郡 。石川郡・古市郡 (現在の大阪府南

東部)、 紀伊国伊都郡・那賀郡 (現在の和歌山県北東部)、 但馬国養父郡 (現在の兵庫県北

東部)に広大な寺領を有していた。

鎌倉時代末になると政治の荒波に観心寺も例外なく巻き込まれていった。当時の政情不

安もあり、元弘三年 (1333)後醍醐天皇は弘法大師作と伝える不動明王像を宮中に遷座す

るよう観心寺に綸旨を下した。この出来事は特異な出来事であったため、このことに関し

て楠木正成やその他いくつかの書状が伝えられている。

南北朝時代の延文四年・正平十四年 (1359)には、後村上天皇が天野山金剛寺の行在所

から観心寺へと移り、明徳三年・元中九年 (1392)に両朝が合体するころには、南朝方で

あった当寺は行在所としての経済的負担もあり、寺運は衰退の一途を辿り寺領のほとんど

を失っていった。

江戸時代には、『河内名所図会』 (1801年 )や『観心寺境内図』 (年代未詳、観心寺所

蔵)に描かれたような多数の子院を持つ広大な伽藍にまで復興した。しかし、幕末には全

国的な廃仏棄釈の流れの中で僧侶の数は次第に減少し、やがて多くの子院はその姿を消し、

今日では槙本院 (現在の本坊)、 中院のみが子院の様子を伝えている。

-14-
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第15図  『河内名所図会』巻之一錦部郡「観心寺本堂」
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第16図  『観心寺境内図』
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表土

25Y4/6オ リープ褐色礫混 じり粗砂
10YR 5/6黄褐色礫混 じり粗砂
10YR 5/3にぶい黄褐色礫混 じり粗砂
10YR ν8明黄褐色際混 じり細砂
10YR 5た 黄褐色礫

10YR 5/8黄褐色礫混 じり粗砂

第17図  K S T99-1遺構配置図
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第 4節 調査の結果

調査は表土及び攪乱土を機械掘削し、次いで人力による掘削、精査、遺構検出、遺構掘

削を行った。

検出した遺構には溝、井戸、土坑、ピットがあった。出土遺物にはおもに中世から近世

のものが見られたが、遺構から出上したものはわずかであった。

基本層序は、①表土 (層厚0,lm)、 ⑤10Ⅵ謡/8明黄褐色礫混じり細砂 (同0,3m)であっ

た。(第17図 )

(1)溝

[SDl](第 18・ 19図、図版 5・ 10)

SDlは調査区の北側に位置する。遺構の北西端は調査区外に及ぶ。検出規模は、長さ

9m、 幅0。 12～0.8m、 深さ0,02～0.13mを測る。軸方向はN-60°一Wである。

遺構の中央部から、土師質土器の皿 (68～ 76)、 瓦器婉、瓦質上器の皿 (67)がまとまっ

て出上した。

Л
）
⑫
導

ヤ 1

69   
▼

Cm  

―

―
Ю

第18図 SDl出 土遺物実測図

[SD2]

SD2は 調査区の南側に位置する。遺構の南

西端は調査区外に延び、北東端は削平を受けて

いる。検出規模は、長さ 8m、 幅0.52～1.23m、

深さ0.09～0.24mを 測る。軸方向はN-62° 一

Eである。

遺物は出上しなかった。

(2)井戸

ESE l](図版 5)

SElは調査区の北端に位置する石組の井戸

である。北側が調査区外に及ぶが、掘形の平面

形は歪な楕円形である。検出規模は、掘形の長

m

一- 17 -一

第19図  SDl遺 物出土状況図 (1/20)



観心寺遺跡

径 2m、 短径1.44m、 石組の内径0,7m、 深さ1.2mを測る。石組には川原石が使用されて

おり、最大のもので44× 46× 48cnを測る。

遺物は出上 しなかった。

(3)土 坑

[SKl]

SKlは 調査区の西端に位置する。他の遺構と重複 し、西側が調査区外に及ぶため、詳

細は不明である。検出規模は、長軸1.6m、 短軸0.3m、 深さ0.25mを測る。

遺物は平瓦が出上 したが、細片のため実測できなかった。

[SK2]

SK2は 調査区中央部の西側に位置する。

1.75m、 短軸1.16m、 深さ0.09mを測る。

遺構の平面形は不定形である。規模は、長軸

遺物は平瓦が出土したが、細片のため実測できな

かった。

ES K3](第 20・ 21図、図版 6・ 10)

SK3は調査区の中央部に位置する。遺構の平面

形は不定形である。規模は、長軸1.46m、 短軸1.04

m、 深さ0,32mを測る。

遺物は土師質土器の皿、瓦質土器の皿 (77)、 丸

瓦 (78)、 平瓦が出上した。

第20図  SK3遺 物出土状況図 (1/30)

ES K4]

SK4は調査区の南側に位置する。遺構の平面形は不定形である。規模は、

短軸0。 76m、 深さ0.18mを測る。

遺物は土師質土器の皿が出土したが、細片のため実測できなかった。

[SK5]

SK5は調査区の南側に位置する。遺構の平面形は不定形である。規模は、

短軸1.2m、 深さ0.17mを測る。

遺物は平瓦が出上したが、細片のため実測できなかった。

長軸0。 88m、

第21図  SK3出 土遺物実測図

-18-
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(4)遺 物出土ピット

[SPl](第 22図、図版10)

SPlは調査区の東側に位置する。遺構の平面形は円形である。

規模は、径0。 23m、 深さ0。 43mを測る。

遺物は土師質土器の皿 (79)、 陶磁器、軒丸瓦が出上した。

[SP2](第 22図、図版10)

SP2は調査区の南端に位置する。遺構の平面形は円形である。

観心寺遺跡

0                 1Clcm
i

第22図  SPl ・ 2
出土遺物実測図

規模は、径0.23m、 深さ0。 48mを測る。

遺物は土師質土器の皿、瓦器の皿 (80)、 瓦質土器の甕、平瓦が出上した。

[SP3]

SP3は 調査区の南西側に位置する。平面形は歪な方形である。遺構の規模は、長辺

0,46m、 短辺0.4m、 深さ0。 ■mを測る。

遺物は平瓦が出上したが、細片のため実測できなかった。
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第23図 包含層出土遺物実測図
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(5)包 合層 (第23図 、図版 10)

包合層か らは、サヌカイ ト製の石錐 (81)、 土師質土器の皿 (85)。 胞烙 (87・ 88)、 瓦

器婉、陶器の鳩 (86)、 軒丸瓦 (89)、 丸瓦 (90)、 平瓦 (91)、 キセル (82)、 鉄釘 (83・ 8

4)が出土 した。

第 5節 まとめ

調査の結果、中世と近世の遺構、遺物を検出したが、削平や攪乱を多く受けていること

から建物跡などは検出できなかった。また、調査地には小字名は残されていないが、調査

地に近接する北側には「真福院」、東側には「竹中坊」、南側には「文殊院」、「五智院」

という小字名が残っていることから、調査地はこれらの子院に含まれているのかもしれな

い。したがって、SDlや SD2は これらの子院間の境界、もしくは建物の区画として構

築された可能性が考えられる。

また、SElは石の組み方や石材の様相から、近世以降に石組の組み直しが行われてい

るようである。子院に伴う井戸であった可能性が考えられるが、駐在所ができるまでは機

能していたことが予想される。さらに、SElの 南側に近接するSDlで は、灯明皿や生

活雑器として用いるにはあまりにも小さすぎる土師質土器の小皿を合む土器集中地点が検

出されており、水天などに対する修法が行われた可能性も考えられる。

密教、特に真言系密教においては、井戸には水の主である天部の水天が宿るとされ、現

在でも井戸を埋める際、「井戸埋之作法次第」に随い、井戸の水天を撥遣 (迎請した仏を

天上に帰すこと)するために丼戸端で修法 (行法)が行われる (註 1)。 この際の修法に

おける供物は、折敷の上に並べられた土器に抹香、散米などが盛られる。供物を盛る容器

は事供の象徴であることから、本次調査出上の小皿であっても修法には一向に差し支えが

なく、むしろ適していたとも考えられる。だが、必ずしも供物の数が、調査者の知り得る

現行の次第と出土した小皿の枚数とが符合するものではない。したがって、このような修

法に用いた可能性の指摘に留めたい。

また、本来、井戸は廃棄時に土や石などで完全に埋めてしまうが、SElが埋め戻され

た痕跡がないのは、子院の廃寺の際に、何らかの事情で井戸を完全に埋める手間をかけら

れなかったとも考えられる。

(註 1)作法次第については、桑原弘海氏 (福徳寺住職)に御教示いただいた。
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Jｍ
・第 2調査区 (西から)

第 3調査区 (西から)



図
版
４
　
観
心
寺
遺
跡

（Ｋ
Ｓ
Ｔ
９９
‐
１
）

調査区全景 (東から)

調査区全景 (南から)
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SEl(南 西から)

SDl(西 から)
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SK3(南 西から)

作業状況
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SK9(1)、 NVl(5～ 7)、 NV2(23・ 24)、 包含層 (28～ 30)
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SK8(2)、 SK9(3)、 SP2(4)、 NVl(9・ 10・ 12～ 22)、 NV2(25～ 27)、 包含層 (31～ 43)
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SDl(44～ 58)、 第 1調査区包含層 (59～ 65)、 第 3調査区包含層 (66)
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68
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SDl(67～ 76)、 SK3(77)、 SPl(79)、 SP2(80)、 包含層 (81～ 84・ 86～ 91)
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所収遺跡名 所 在 地
コー ド

緯レ
し
■
■ 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡

太井遺跡

(98-1調査)

大阪府河内長野市

太井144他

27216 府160

干1117

34°

24′

45″

135°

37ア

35″

1998。 12.21

∫

1999。 2.5

112m2 農道改修

工事

太井遺跡

(99-1調査)

大阪府河内長野市

太井132他

27216 汗子160

V丁117

３４

２４

襲

５

７

６

３

３

３

1999.11と 15

∫

1999.12.20

20ぱ 農道改修

工事

観心寺遺跡

(99-1調査)

大阪府河内長野市

寺元423-4

27216 府 4

河 3

34°

26′

04″

５

５

９

３

３

５

1999,6,24

∫

2000.2.29

123n12 駐在所新

築工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

太井遺跡

(98-1調査)

散布地

集 落

文

世

縄

中

土坑

畝跡

落ち込み

縄文土器

土師質土器

瓦器

石見川の最上流に

位置する縄文遺跡

であることが判明

した

太井遺跡

(99-1調査)

集 落 中 世 溝

土坑

石垣

落ち込み

土師質土器

瓦器

観心寺遺跡

(99-1調査)

社 寺 世

世

中

近

溝

井戸

土坑

ピット

土師質土器

瓦質土器

瓦
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